
第3次菊池市総合計画
［後期基本計画］を策定しました

菊池市が目指す将来像を実現するため、令和８年
度から４年間の「第3次菊池市総合計画後期基本
計画」がスタートします。

【問い合わせ先】 市長公室政策企画係 ☎0968（41）4488
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SDGsカードゲームを使った市民ワーク
ショップ

本市の魅力を市内外に広くPRし、若者や子育て世代を中心とした
移住者の受け入れや転出者の抑制を行うことで、人口規模の維持
を図り、将来にわたって住み続けられるまちづくりを目指します。

市民協働のまちづくりを加速させるため、多様な主体が協働・連携
し、多世代交流や地域のつながり、支え合いを深め、さらには地域
活性化の取り組みを進めます。性別や年齢、国籍などに関係なく、
協働して暮らしやすいまちづくりを推進します。

日常生活に関わるあらゆる分野でデジタル技術を活用し、誰もが
デジタル技術の恩恵を享受できる地域社会の実現を目指します。

SDGs のゴールを各施策に設定し、SDGs の理念や手法を取り入
れた施策の展開を図るとともに、SDGsの普及啓発に向けて、市民
などが実施するSDGsの取り組みとの連携を強化します。
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■計画の位置づけ

第3次菊池市総合計画
（まち・ひと・しごと創生総合戦略）

第２期SDGs未来都市計画、定住自立圏共生ビジョン
将来像の実現を加速化

■計画の構成 ■計画期間

■市の現状

■市民が求めるまちの姿■４つの横断的に取り組む項目

計画の方向性や主な施策を示
すとともに、計画推進にあたっ
ての考え方を示しています。

目指すまちの「ありたい姿」を
将来像として位置づけています。

●観光振興ビジョン
●農業振興地域整備計画
●こども計画
●地域福祉計画

●健康プラン
●地域防災計画
●環境基本計画
●教育振興基本計画

●男女共同参画計画
●第五次行政改革大綱
●人財育成ビジョン

など

令和４年度 令和８年度 令和11年度

施策を推進するための具体的
な事業、予算などを示してい
ます。

政策・施策基本計画

事業実施計画

将来像基本構想 基本構想（８年間）

前期基本計画
（４年間）

実施計画

実施計画

実施計画毎年見直し

2020年 2020年2045年 2045年

毎年見直し

後期基本計画
（４年間）

進む人口減少 高齢化の進行

安全・安心に暮らせるまち

福祉が充実したまち

交通環境が整ったまち

子育てしやすいまち

自然豊かなまち

ホームページ

人口減少への対応

市民協働と多文化共生

デジタル、DX化の推進

SDGｓの推進

■市の将来像とまちづくりのための3つの柱

まちづくりのための3つの柱

人 経 済

市民協働と
人財育成

地域資源を生かした
経済活性化

　主人公は私たち市民です。地
域の魅力を高めるため、まちづ
くりについて市民とともに考え、
市民主導による新しい地域社会
をつくります。

自 然

自然環境の
保全と再生

　受け継がれてきた美しい自然
を次の世代に引き継いでいくた
め、市民主体の取り組みをさら
に広げ、みんなでこの自然を守
り、育てます。

　さまざまな社会の変化に的確
に対応するとともに、地域資源
を最大限に活用し、将来にわたっ
て豊かに暮らすことができる持
続可能なまちづくりに努めます。

人と自然が調和し 希望と活力に満ちた『癒しの里』きくち将来像
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